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メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。 

JAM 会報メール第 13 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を毎月中旬ごろ、会報メールにて発信いたします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

＜＜＜＜目次目次目次目次＞＞＞＞            〔〔〔〔ページページページページ〕〕〕〕    

    

メソト・マンスリー 今月のメソトの様子をお知らせします。 （田辺 文）  

 

・ 発熱外来を恒常的に    〔２〕 

 

・ きょうのゆめ       〔２〕 

 

・ 日本のお姉さん       〔３〕 

 

国内から  

 

・ タイ・ミャンマー／ビルマ難民が日本に来る日 （梶 藍子）     〔５〕 
 
・ ツアー参加者感想レポート第 3弾 （洪 智瑛様、渋谷 真紀子様、隈本 朝喜様）〔６〕 
 
 

国際保健医療協力のなかで （３） 

 

・ 国際協力を行う上でのスキルとは。      （小林 潤）  〔９〕 

 

編集後記  〔１０〕 

 

 

次号の予定 〔１１〕 
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メソト・マンスリー 

 
今月のメータオ・クリニックの様子をお届けします。 

【メソト（タイ北西部）＝田辺文】 

    

発熱外来発熱外来発熱外来発熱外来をををを恒常的恒常的恒常的恒常的にににに 
 

一般外来の一室を発熱外来に作り変える工事が終了しました。 

7 月に一時的にトレーニングセンターを発熱外来として使用しましたが、長期化を予想し

て今回の工事に踏み切ることとなりました。 

 

外来個室に外から直接入れるドアをつくることで、できるだけ他の患者との接触を避ける

ことがねらいです。また室内に水道を引き、診察後速やかに手を洗えるようになりました。

待合室は明確に区別できておらず、完全な隔離外来とは言えませんが、院内感染予防の大き

な一歩となります。 

 

タイでの新型インフルエンザによる死亡者は

165人（9月 26日時点）。都市部から始まった感

染の広がりは今後地方で深刻化してくることが

懸念されています。 

メータオ・クリニックでは現在のところ、上

気道感染者数、重症肺炎者数共に通年と比べて

増加は見られておりません。 

しかし、寄り添うように生きる移民コミュニ

ティーでの流行は、大規模な集団感染になるこ

とが予測されるだけに、「準備」と「予防」が急

がれています。

（写真：新しく作り変わった発熱外来の外観） 

    

きょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめ 

 

今月は、アウン・ウィン君 6歳 です。 

ヤンゴン生まれ。お父さんが失業したので家族で 2年前にメソト

に来ました。 

ヤンゴンのことはあまり覚えていません。腿のところが腫れて痛

くなったので病院に入院しました。切って中から膿を出す手術をし

ました。ものすごく痛かったです。毎日の包帯交換ではいつも泣い

てしまいます。でもその時以外は、たくさん友達ができて毎日楽し

いです。 
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大きくなったらお医者さんになりたいです。手術とかかっこいいし、ここで働くの楽しそ

うだからです。 

 

⇒ 病院はここだけじゃないのよ（笑）。でもきっと戻ってきてね～。 

    

日本日本日本日本のおのおのおのお姉姉姉姉さんさんさんさん        ～～～～Borderless BorderBorderless BorderBorderless BorderBorderless Border’ssss よりよりよりより～～～～    

 

東京から JAM メンバーの村瀬友梨ちゃんとお友達の重田さんがメソトに来ました。 

二人は患者さんやスタッフともすっかり打ち解け、一緒に病棟の裏でお料理もしました。 

 

おもちゃや子供服をたくさん持ってきてこどもに配りながら一緒に遊んでくれました。 

チェキという小さいポラロイドのカメラが大人気。 

 

新しくもらった服を自分の服の上に着て写真を撮ってもらう子どもたちも 

そのお父さんとお母さんも本当に楽しそうでした。 

 

言葉の通じない子どもたちとどう遊ぶか、どう喜んでもらうかということを 

彼女たちはすごく工夫し、そして最高の時間をプレゼントしていたなあと思います。 

 

国際協力という言葉は大きいけれど 

困った時や苦しいときはお互い様っていう 

基本的な人と人の思いやりから始まっていて 

（いろいろな説があります。とりあえず私が好きな考え方） 

 

効率的かつ効果的な組織とプロジェクト 

そして有効性の評価と論じることも欠かせないけれど 

ターゲットである自分が今役に立ちたい人たちと 

どう一緒に働くか 

どうやったらよい時間をあげられるか(直接的であれ間接的であれ) 

と考えるところは飛ばせないなあと改めて。 

 

そしてもうひとつ。 

彼女たちは医療従事者ではありません。 

病院を見学に行くと病院で働く人は（私も含めて）どんな患者がいてどんな治療をしている

かを見がちです。 

そして日本とは違うんだなあと納得し、勉強になったと帰ります。 



JAM会報 第 13号 

2009年 10月発行 
 

 4

だからなんなんだろう。 

 

もちろんそれは、大事な勉強でしたが 

彼女たちは私になかったアイディアを持っていたなあと 

長く滞在する側になって初めて分かりました。 

 

医療者になろうと思ったのは、世界のどこでも働けると思ったからです。 

でも我ながら安直だったと今は思います。 

医学者ではないので そこにあるシステムの上でどう働くかを覚え 

それがなければ使えない知識なのです。 

「この薬がいいのは聞いてるよ でもどこに行ったら手に入るんだ」と聞かれたら？ 

みんな 0からスタートです。 

 

「医療者じゃないから役に立てない」という話をよく聞きます。 

わかってないなあと思うと同時に 

医療者じゃないってことで考えることを放棄しちゃうのはもったいないです。 

役に立つこと考えるのは誰でも大変。 

でも楽しくもあるなあと 二人を見ていて思いました。 

 

 

 

（写真：レストランでビルマ人の店員さんと・・・ 

どこでも仲良くなる二人でした。） 

    

    

    

★★★★★★★★    日日日日々、々、々、々、更新中更新中更新中更新中！！！！    ★★★★★★★★        ぜひぜひぜひぜひ、、、、ごごごご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。    

Borderless Border’sBorderless Border’sBorderless Border’sBorderless Border’s    ((((田辺文田辺文田辺文田辺文ののののブログブログブログブログ)))) http://www.japanmaetao.org/blog/borderless/ 

    

    

メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニック支援支援支援支援のののの会会会会ホームページホームページホームページホームページににににアクセスアクセスアクセスアクセス ⇒ 

 活動・レポート・ＰＲ方法 ⇒ 「現地からのレポート」Borderless Border’s 
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国内のニュース    

 

タイタイタイタイ・・・・ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー／／／／ビルマビルマビルマビルマ難民難民難民難民がががが    
日本日本日本日本にににに来来来来るるるる日日日日    

【東京＝梶 藍子】 

 

“日本には難民がいるでしょうか？ 

あなたは日本にいる難民に会ったことがありますか？” 

 

私はこの答えをほんの数年前なら知らなかったことだろうと思います。 

今年の 4月末までメータオ・クリニック支援の会から看護師ボランティアスタッフとして、

クリニックで活動していました。私がクリニックに活動するきっかけのひとつとなったのは

日本にいる難民の友達の存在です。 

 

彼はベトナムのホーチミンに住む学生でした。ベトナム戦争により祖国を去ることを余儀

なくされボートでフィリピンに渡りました。そのフィリピンで政府関係者より日本に行くよ

うに言われ日本へ渡ってきました。彼は日本でインドシナ難民としての日本政府から正式な

難民認定を受け、暮らすことになりました。しかし、彼に待ち受けていた日本での生活はと

ても明るいものではありませんでした。慣れない文化、新しい言葉、人々からさらされる偏

見の目の数々･･･。 

 

彼に会うまで私は日本に難民がいたことすら知りませんでした。明るい彼からその壮絶な

半生を聞いたとき、とても胸が痛んだことを覚えています。そして難民についてもっと知り

たい、何か役に立ちたいと思い、知ったのが、ミャンマー／ビルマの難民・移民へ医療を提

供する「メータオ・クリニック」だったのです。 

 

私の友達のようなインドシナ難民を日本では 1 万人以上受け入れてきました。しかしその

インドシナ難民のみならず、現在戦禍や政治的混乱や迫害をさけて祖国を逃れ、日本に居住

し難民認定申請を行う方々の数は年々増加しています。 

 

日本政府はインドシナ難民以降、積極的に受け入れをしていませんでしたが、昨年度、日

本政府は正式に第三国定住難民として、タイ国に庇護されているミャンマー／ビルマ難民を

パイロットケースとして受け入れることを発表しました。第三国定住とはすでに難民キャン

プなどで生活するなどして難民となっている方々を、別の国が受け入れる制度です。国連難

民高等弁務官事務所では、自主帰還、庇護国への定着とともに、難民保護に必要不可欠手段

としてあげています。 

 

来年度より年に１回のペースで、1 回につき約３０名の受け入れを３年連続して行うこと

により、３年間で合計９０人をパイロットケースとして受け入れる予定です。受け入れ開始

は来年秋よりを予定にしています。受け入れ予定の難民はタイのメーラ・キャンプに滞在す

るミャンマー／ビルマ難民です。 

このメーラ・キャンプとはメータオ・クリニックから車で約１時間の場所に位置していま

す。メータオ・クリニックのミャンマー／ビルマ人スタッフの中にはこの難民キャンプにて

タイ政府により難民認定を受けているスタッフは多く存在します。以前私が難民キャンプを

訪問したところ、多くの子供たちが日本に行きたいと手を挙げていました。 
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日本政府のこの発表に対し、難民受け入れ人数が他の先進国に比べ極端に少ないことを非

難する声もあります。またアジアで初めてとなる第三国定住難民受け入れを支持する見方も

あります。そのような中、長野県松本市の市民有志が第三国定住難民の受け入れ先の誘致と

して声をあげています。しかし、自治体はまだどこも正式には決定しておらず研修後の就労

先の確保などの多くの課題は未定なままです。 

 

第三国定住難民の方々の来日は来秋。日本が難民の方々にとって温かい国となればと期待

をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真：メーラ難民キャンプの中の学校で 

勉強する子供たち） 

（写真：メーラ難民キャンプを訪問時の筆者）    

    
＊参考： ２００９年８月２５日毎日新聞朝刊  

     内閣官房・難民対策連絡調整会議 

       http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nanmin/index.html 

 

 

 

ツアーツアーツアーツアー参加者感想参加者感想参加者感想参加者感想レポートレポートレポートレポート第第第第 3333 弾弾弾弾    

 

【【【【茨城茨城茨城茨城＝＝＝＝洪洪洪洪    智瑛様智瑛様智瑛様智瑛様】】】】    

JAM スタディツアーに参加して              

 

このたび、私はメータオ・クリニック支援の会のスタディツアーに参加させていただきま

した。東南アジアの国に足を踏み入れたことがなかったので、メータオ・クリニックはもち

ろん、メソッドの街並みもバンコクも、私にとってはどれも新鮮なことばかりでした。しか

し特に今回のツアーで印象深い思い出となったことは、ビルマ人画家のマンマンティさんの

お宅を訪問したこと、竹林の中にある小学校を訪れて、子供たちと一緒に絵を描いたことで

す。 

 

ビルマ人画家のマンマンティさんは、メータオ・クリニックのすぐ側に住んでいらっしゃ

いました。男の方ですが、とても可愛らしく優しい雰囲気をお持ちで、私たちが訪問すると、

すぐにお家に入れてくださり、たくさんお話も聞かせていただきました。マンマンティさん

の絵は、ビルマ・ミャンマーからの難民を描いたもので、どの絵も決して明るい楽しいもの

ではないのですが、重ねて塗られた色には、深く想いが塗りこまれているなぁと感じました。

実物の絵はほとんどその場所にはなかったのですが、私たちはポストカードを三枚ずついた

だきました。二人の男の子が肩を組んで笑っている絵は、平和な未来を願って描いたものか

と思いましたが、今まで戦禍の中を逃げまどい、やっと声を出して自由に笑える場所にたど
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り着いたその場面だと説明を受けました。そのような体験に触れていないととても描けない

絵だと強く感じ、マンマンティさんが海外からも評価を受けているということもよく分かり

ました。マンマンティさんは、ただひたすらに心に浮かんだことを胸にカンバスに向かい合

っているのかもしれませんが、私には絵もまた写真と同じように、現地からの声を届ける手

段の一つとしての働きを持っているのだと強く感じられました。マンマンティさんに出会え

てお話を聞けたことは、大変貴重な体験であったと考えています。これからも、ビルマ・ミ

ャンマーの人々の想いの映っている素晴らしい絵をたくさん描いていただきたいと思います。 

 

竹林の小学校は、メソッド滞在の最後の日に訪問させていただきました。メソッドからも

車で結構な距離を走って、岡とトウモロコシ畑と竹林が現れ、竹林の中に隠れるようにして

小学校は建っていました。最近までは机もない状態だったそうなのですが、私たちが訪問し

た時には床もコンクリートで整備され、60、70 人くらいの子供たちが元気よく勉強していま

した。子供たちにクレヨンと画用紙を渡すと、みんな思い思いに絵を描いてくれ、私もちょ

こっとはじっこで参加させてもらいました。男の子は家や虫や鳥を、女の子はお花を多く描

いていたと思います。言葉はもちろん通じないけど、絵を見せ合ったり、写真を撮り合った

りと、楽しい時間を過ごすことができました。子供たちも、そう思っていてくれたら嬉しい

な、と思います。 

 

ここの子供たちの親御さんはやはりビルマ・ミャンマーから来て、今は農業を営んでいる

そうでしたが、小さな校舎でもたくさんの子供たちが学んでいて、教育熱心な民族なのだな

ぁ、と感心してしまいました。この子たちが大人になる時には、自分の思う道に進めるよう

な社会になっていることを望まずにはいられません。 

 

 私は今回のツアーに参加して、私は一人では行けないところをたくさん訪れることがで

きました。美味しいタイ料理をたっぷりと堪能することもできましたし、ツアーに参加した

他の方々ともお喋りをし、普段は聞けないお話を聞かせていただきました。たいへん貴重な

時間を過ごせ、ツアーに参加して本当に多くのものを得たと思います。JAM スタッフの方々、

メータオ・クリニックの方々、そしてお忙しいのに時間を割いてくださった Dr.シンシアに

たいへん感謝しております。メータオ・クリニックの必要がなくなる日が来ることが望まし

いですが、その時まで、私もまた何らかの形で支援を続けていければ、と思います。 

 

 

 

【【【【東京東京東京東京＝＝＝＝渋谷渋谷渋谷渋谷    真紀子様真紀子様真紀子様真紀子様】】】】    

スタディツアーでは、お世話になりました。ありがとうございました。岡谷さんや田辺さ

んの明るさで、ツアー一行をぐいぐいと引っ張っていただいたと思っています。非常に貴重

な機会となりました。帰国早々にいつもの日常が戻っています。今日は看護学校のクラスメ

イトに、自分が見てきたことや感じたことを話しました。素直な気持ちを話す一方で、とり

とめなくなってしまい、こちらの思いがどれだけ相手に伝わっているか、怪しいものでした。

伝え方によって、相手の受ける印象がかなり変わります。うまく伝える方法をもっと身につ

ける必要があると思います。 

 

 

【【【【茨城茨城茨城茨城＝＝＝＝隈本隈本隈本隈本    朝喜様朝喜様朝喜様朝喜様】】】】    

私は今、大学で医学を学んでいます。そんな自分が、一人の人間としてできること、将来

医師になった時にできることの可能性、その可能性をより確実なものに変えていくためにす

べきこと。改めて色々なことを考えるきっかけとなるツアーでした。 
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 メータオクリニックの外観の第一印象は、私の中での病院のイメージとはだいぶ異なり、

クリニック自体がまるでひとつの村のようでした。しかし、建物も診療内容も、利用する患

者さんの多くがミャンマーからの移民であるということや地域的な特性からくる、独特のニ

ーズに応えるべく、資金をうまく分配して効率のよい形態になっているように感じました。

例えば、義肢の製作所が院内に併設されている点や、感染症対策に力を入れている点などで

す。また、入院病棟では、多くの患者さんをその家族が泊まり込みで看病している姿が印象

的でした。多くの人が集まってくるクリニックには、医療面ではもちろん、商店やタクシー

など、それに付随して様々な仕事が生まれるようで、雇用の意味でも移民の方々にとって大

切な場所だと伺いました。 

 

 間近にお会いしたシンシア先生は、じっと相手の目を見て話す、厳格な印象の方でした。

「嬉しいのは赤ちゃんが生まれるとき」とおっしゃっていましたが、単純に喜べない現実も

あります。生まれた子供を育てられないとクリニックに置いていってしまう母親が数多くい

ることや、子供たちの籍の問題などがあるからです。また、メディクスの方とお話しする機

会もいただきました。若い医師たちを育てたいという高い志と、育った医師たちが外に流出

してしまうという厳しい現実のジレンマを語っていらっしゃいました。お二人とも、クリニ

ックの将来に明るい見通しがいまだにないことに対して、かなりの疲労が積もっているよう

に感じられました。それは、お二人もまた、ひとりの移民であるという難しい立場にいると

いうことからもきていたのかもしれません。 

 

 また、移民学校をいくつか見学させていただきました。子どもたちは、恥ずかしがり屋

の子もお茶目な子も、元気に朗読したり懸命にノートに向かったりしていました。日本と変

わらぬ微笑ましさです。十分とは言い難い環境の中でも、みんな明るく勉強していました。

猫が教室の一員になっていたある学校の生徒たちの帰宅先は、学校の裏の巨大なごみ山でし

た。それを見た時には、もちろん衝撃を受けました。そしてあたりの匂いを嗅いで、ここに

人間が住んでいるなんて、と思いました。辛いだろうなどと私が感じるのが失礼にあたるの

ではないかというほどに、彼らは力強く生きていました。でも、彼らが明るいからこそ、そ

れはやはり慣れがもたらした状況であり、彼らはそこに適応せざるを得なかったからそうし

ているのだ、という現実の重みを感じました。 

 

 そして、ご一緒させていただいた社会人や大学院生の方々の見識の広さや考えの深さに

圧倒された旅でもありました。自分も将来あんな風になりたい、そのためには、積極的に様々

なことに興味を持ち、それらから多くのものを吸収しようとする姿勢を持たなければと感じ

ました。 

 

また、現地で移民のために働く JAM の方々の姿を実際に見て、海外で働くことに対するイ

メージがかなり変わったと思います。今回ツアーを引率して下さった田辺先生は、ポジティ

ブで包容力のある、素敵な方でした。私は、将来医師となった時に、海外で医療に携わって

みることに興味がある半面、そうすることに漠然とした、しかし一種の恐怖感とも言えるよ

うな不安を持ち続けてきました。しかし、メータオ・クリニックで日本人医師として働く先

生にお話を伺うことができて、まったくの無知から来ていた不安感が、だいぶ解消した気が

します。自分の中で狭めてしまっていた将来の働き方の選択肢の幅も、大きく広がった気が

します。医師としても人間としても、芯が通っている田辺先生に憧れます。これから自分が

どこで働くことになっても、先生のように前向きな気持ちで、仕事にも、患者さんにも、人

生にも向き合えるようになりたいと思いました。また、移民学校で保健教育にかかわる秋山

さんの、「この仕事に応募するとき、迷いはなかった」という言葉が印象に残っています。JAM

のみなさんに「ボランティアをしている」というような気負いは感じられず、それが素敵な
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ことだなと感じました。 

 

私は今回のスタディーツアーで、初めてこのように様々な問題を抱えた地域を訪れました。

ほとんど日本から出たこともなく、報道から情報を得るだけで、自分にとって今まで現実味

の乏しかった民族問題や貧困を、初めて肌で感じました。今まで自分が、これらのような問

題に対して、どれだけ知っているつもり、分かっているつもりでいたのかに、改めて気付か

されました。そして、変な言い方かもしれませんが、難しい現状の中で力強く生きている移

民の方々も、地域に溶け込んで活動している支援者の方々も、自分とおなじ一人の人間なの

だということに、驚きすら感じました。私にできることは、思っているよりもたくさんある

のかもしれない、皆さんに実際にお会いする機会をいただいたことで、そんな風に思えまし

た。これからこのような体験を養分にして自分自身をもっと成長させていって、どのような

形でかはわかりませんが、今回出会った移民の方々のお力になりたいです。 

 

 岡谷さんや田辺先生、スタッフの方のご尽力のおかげで、充実した時間を過ごせました。

移民の方々の権利や生活の向上を願うとともに、今回の貴重な体験をこの先に活かしていき

たいと思います。本当にありがとうございました。 

 

  

 

 

平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年 7777 月月月月にににに開催開催開催開催いたしましたいたしましたいたしましたいたしましたスタディツアースタディツアースタディツアースタディツアー参加者感想参加者感想参加者感想参加者感想レポートレポートレポートレポートはははは以上以上以上以上ですですですです。。。。    

    

次回次回次回次回スタディツアースタディツアースタディツアースタディツアーをごをごをごをご期待下期待下期待下期待下さいさいさいさい！！！！    

 

 

 

国際保健医療協力のなかで （３） 
 
 

国際協力国際協力国際協力国際協力をををを行行行行うううう上上上上でのでのでのでのスキルスキルスキルスキルとはとはとはとは。。。。    
 
【東京＝小林潤】 

 
国際協力を目指すかたは年々増えていると実感しています。しかしながらそれを実現でき

る人は限られてきているとも思います。国際協力はなにも現地に長期にはいって専門家とし

て又は、ボランテイアとして働くだけではありません。日本での受け入れ、日本からの資金

支援、短期の技術支援といったいろいろな形があると思います。 
 
しかしながら一度は長期で現場でと思うかたも多く、どのようなスキルが必要なのかと相

談されます。プロとして相応の給与をもらって行うポストにアプライするには、最低 2 年の

現場経験と公衆衛生修士またはそれと同等以上と考えられる資格（他の修士や博士）をもつ

ことが最低条件としてアプライする上で求められます。 
 
ではその最低 2 年の現場経験を積むためのボランテイアとして働くためのスキルとはなん

でしょうか。保健の知識、マネージメントの知識等、いろいろな知識の習得等もあればいい

と思いますが、一番なくてはならない能力はコミュニケーション・スキル（能力）と考えま

す。 



JAM会報 第 13号 

2009年 10月発行 
 

 10

よく、海外では仕事ができるが日本ではできない。日本では優秀だったのに海外ではでき

ないといった話を聞きます。私は、これはどちらもコミュニケーション・スキルに問題があ

ると考えますので、決して前者が国際協力に適するとは言えないと考えます。海外というの

は一つにまとめられないのは皆さんもわかるのではないでしょうか。タイではうまくいった

が、アフリカの OXOXではうまくいかない、またアフリカでは表彰もされたのにアジアでは

見向きもされないという話もよく聞きます。私自身もアフリカで活動を始めた時は、ずいぶ

ん悩みました。ブラジルで 2年、ラオスとタイで 10年の経験でも相当苦労しました。ようす

るに自分のもっているコミュニケーション・スキルがその国、地域、または機関、個人にあ

っていない場合があったのです。 
 
また、コミュニケーションとは自分の言いたいことを伝えることだけではないことは当た

り前ですが、実にこれをどうやってやるか悩み苦しみしているひとが多いようです。コミュ

ニケーションとは相互であるので、決して伝えるだけでなく相手の言いたいこと、考えを理

解することが前提と考えます。聴く力です。聞くだけでなく、聴くことで聞いて理解する力

というか努力です。また表現は言葉だけではなく、それを補助するスライドであったり、ま

た行動であったりします。 
 
 
語学の能力とコミュニケーション・スキルは、きってはきれない関係ですが、同じではあ

りません。私の場合は悩んだ時は、自分の日本語でのコミュニケーション・スキルを自己検

討してみています。英語や現地語でコミュニケーションしていても、自分で今日何を話した

のか、相手は何を考えていたのかは、自分の頭の中では結構日本語で整理している場合が多

いと思います。日本語だったらどういったのか、どう伝わったのか。私の場合、おそらくこ

れを考えなくなっている場合もあるのですが、それはその場所でのコミュニケーション・ス

キルが格別に向上しているか、または相当酔っている場合でしょうか（笑）。 
 

 
 
 
編集後記 

 

お誕生日のお祝いをしていただくのは照れ臭いけど、 
やっぱりうれしいものです。 
最近は、ろうそくではなく、 
鮨屋で誕生日がいいらしいです。 
ギョク！ 
have a good one for all! 
 

 

 

 

 

（写真：某広報担当者のお誕生日ケーキならぬ・・・？） 
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次号の予定 

 

 

次号の JAMの会報は、１１月中旬ごろ発行の予定です。 

ホームページは、随時更新していきますので ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニック支援支援支援支援のののの会会会会        Japan Association for Mae Tao Clinic（（（（JAM）））） 

 
日本事務局宛日本事務局宛日本事務局宛日本事務局宛てててて E メールメールメールメール    ： support@japanmaetao.org 

 

ホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレス         ： www.japanmaetao.org 

 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
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